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要要要要        旨旨旨旨 

1111、、、、 序論序論序論序論    

 ここ数年の保育所利用児童や待機児童数は年々増加の一途をたどり、より質の高い保育士の

人材育成が求められている。一方で保育士養成校においては、いかに保育士養成課程における

様々なストレスフルライフイベントを乗り越え、保育実習や保育士職本来のやりがいを体験し、

高い使命感を持った保育士を養成するかということが、重要なテーマとなっている。 

2222、、、、 本研究本研究本研究本研究のののの目的目的目的目的    

まず、保育実習の意義を定義し、保育実習意義のアウトカムとして実習終了後アンケートを

作成する。次に作成した実習終了後アンケート及び、自尊感情・STAI尺度・保育実習前後の

志向性との関連をレジリエンスの差異から検討し、保育実習意義を理解する過程についてレジ

リエンスとの関連を明らかにすることである。 

3333、、、、調査対象者調査対象者調査対象者調査対象者・・・・時期時期時期時期    

調査対象者；神奈川県内における保育士養成校学生（第 2学年 84名） 

調査時期 ；平成 23年 4月～7月 

4444、、、、結果結果結果結果・・・・まとめまとめまとめまとめ    

1）レジリエンス高中低 3群による実習終了後アンケート各質問項目の一元配置分散分析

と多重比較の結果では、全質問 22項目のうち 7項目において、レジリエンス 3群の間

に有意傾向と有意差が得られた。また、実習意義下位尺度との一元配置分散分析と多重

比較の結果から「学習意欲」と実習意義総合得点において高群と低群との間に有意傾向

が見られた。これらの結果から、レジリエンスの差異が保育実習における保育実習の意

義を理解する過程において一定の影響を与えていることが明らかとなった。 

2）レジリエンスと状態・特性不安との相関において中程度の負の相関が得られた。さらにレ

ジリエンスの 3群による状態・特性不安との群間差を検討するために一元配置分散分析と多

重比較を行った。その結果、特性不安の F検定の結果がレジリエンス高群と低群との特性不

安において.01%水準の有意差が得られた。以上のことから、レジリエンスは不安の低減に寄

与し、保育実習に関する不安についてもその関連が示唆された。 

3）レジリエンス 3 群による実習前志向性と実習後志向性の一元配置分散分析と多重比較

で検討した。その結果、実習前後の保育士志向において 3 群の間に５%水準の有意差が

得られ、保育士志向とレジリエンスとの関連も明らかとなった。 

4）以上の結果から、保育実習前後の志向性とレジリエンス・自尊感情・STAIによる状態・

特性不安との総合的な関連を検討するため、総合モデルの作成を検討した。その結果、

レジリエンスを高めること、また実習前の不安を低減することが実習前志向性を高めること

に寄与し、実習前保育士志向の高まりが実習意義を理解する過程における学習意欲を高め、

さらに学習意欲の高まりが実習後の志向性を高めていくことにつながることが示唆された。 

本研究の結果から、今後においてレジリエンスに注目した新たな実習指導の在り方を検討す

る必要性が示唆された。 
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